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愛知県の外国人の状況①

• 愛知県内には約２１万人の外国人がいる

→東京都、大阪府に次いで第３位

• 特に、１９９１年の入管法改正によって急増し
たニューカマーが多いのが特徴

→ブラジル人の数は第１位

• 永住化傾向が進んできている



愛知県の外国人の状況②

48,008人

45,481人

34,185人

出典：法務省「在留外国人統計」



愛知県の外国人の状況③

出典：法務省「在留外国人統計」



愛知県の外国人の状況④

現在、在住している外国人は、今後も日本で生
活していこうという永住志向が強い人とみること
ができるが、日本語能力が十分でないことなど
から、教育・労働・医療などの生活環境に不安
を感じている

→外国人への意識調査（２００９年度）で、日常生活

で一番困ったことは「病院で言葉が通じなかった」が
第１位（１４．６％）

安心して暮らすために、医療通訳が必要



医療通訳システムの検討へ

医療通訳が必要である

↓

しかし、あまり外国人が来院しない医療機関が
通訳を雇用することは非効率である

↓

医療通訳システムの検討



経緯

• ２０１０年度
ニーズ調査等の実施

医療関係団体、大学、関係市町村、NPO等から成る
検討会議でシステム案を検討

• ２０１１年度
医療通訳者の養成（英語・中国語・ポルトガル・スペイン語）

試行的運用開始（１０月～）

• ２０１２年度～
本格実施（４月～）

医療通訳者の養成（フィリピン語追加）



あいち医療通訳システム体系図

依頼
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医療機関等
保健所等

外国人学校

へも派遣可

通訳派遣

医療通訳者
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委託 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

運営事務局
（委託）

あいち医療通訳システム推進協議会【６４団体で構成】

医療関係団体 行政 関係大学

（社）愛知県医師会 愛知県 愛知県立大学

（社）愛知県病院協会 県内市町村（54） 愛知大学

（社）愛知県歯科医師会 名古屋外国語大学

（社）愛知県薬剤師会 名古屋学院大学

（社）愛知県看護協会 （事務局）愛知県社会活動推進課多文化共生推進室

委託

･･･ポルトガル語、スペイン語

･･･中国語

･･･英語、通訳

･･･フィリピン語

委託



費用負担の考え方

• 運営費（養成経費、事務局経費）

→行政（愛知県及び県内全市町村）が負担

• 通訳利用料

→医療機関及び患者が２分の１ずつ負担

インフラは行政が負担し、

その利用料は利用者が負担

＊試行的運用期間（２０１０年度）は愛知県が全て負担
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実績①

2011年度
試行的運用
(10/1～3/30)

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

参加医療
機関等数

５４ ６６ ６９ ８６ １０６

通訳養成人数
８９人

(英､中､ﾎﾟ､ｽ)
６５人

(４言語＋ﾌｨ)
６３人

(５言語)
３７人

(５言語)
９人

（１言語）

通訳派遣件数 ３２５件 ４６４件 ６２２件 ７９１件 ９８２件

電話通訳件数 １３７件 ２６３件 ３１７件 ４４１件 ４８８件

翻訳件数 １４件 ３１件 ４２件 ４２件 ５６件

計 ４７６件 ７５８件 ９８１件 １,２７４件 １，５２６件
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実績②

言語
2015年度

2014年度 2013年度 2012年度
人数 構成比

英語 170 17.3% 144 83 41

中国語 153 15.6% 108 87 50

ポルトガル語 403 41.0% 336 293 233

スペイン語 198 20.2% 188 146 128

フィリピン語 58 5.9% 15 13 12

計 982 100% 791 622 464

言語別通訳派遣件数
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実績③

言語別電話件数

言語
2015年度

2014年度 2013年度 2012年度
人数 構成比

英語 89 18.3% 116 83 57

中国語 125 25.6% 80 66 40

ポルトガル語 148 30.3% 148 113 124

スペイン語 109 22.3% 80 40 27

フィリピン語 17 3.5% 16 14 14

韓国・朝鮮語 0 0.0% 1 1 1

計 488 100% 441 317 263



通訳派遣

対応言語 英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、フィリピン語の５言語

対応時間
原則として、医療機関等の診療時間内

※ 概ね午前９時から午後８時まで

派遣コース
及び

利用料

A 日常的な診療・検査に対応する通訳派遣 3,000円／2時間
B インフォームド・コンセントなど高度な通訳派遣 5,000円／2時間
C 特定の曜日・時間帯など定時の通訳派遣 5,000円／2時間
※ 2時間を超えた場合は、1時間毎に2分の1を加算
※ 利用料は、原則として医療機関等と外国人患者が1/2ずつ負担

医療機関等からの依頼に基づき、医療に関する基礎知識や通訳技術など、一定レ
ベル以上の知識・スキルを持った医療通訳者を派遣します。



通訳派遣

① 外国人患者の同意の確認
｢医療通訳者が診察室等に入ること｣及び｢費用徴収｣などについて、

書面もしくは口頭で外国人患者の同意を得てください（同意書は、各
言語で用意しております）。

派遣の依頼

③ 開始と終了時間の確認
ご担当の方、外国人患者、医療通訳者の三者で、開始時に打合せ

をしてください。また、通訳終了後も、三者で終了の確認を行ってくだ
さい（ご指定の時間から終了確認をした時間までが医療通訳の利用
時間となります）。

派遣当日

報 告

患者の同意

② 派遣依頼書の提出
派遣日の3日前（土日祝は除く）までに、「派遣依頼書」を運営事務

局へＦＡＸまたはメールしてください。緊急の場合も、可能な範囲にお
いて対応します。

④ 完了報告書の提出
業務完了後、「完了報告書」を運営事務局へＦＡＸまたはメールして

ください。



電話通訳

対応言語 英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、ハングル、フィリピン語

対応時間
24時間・365日

※ フィリピン語は、当面、平日の午前９時から午後６時まで

利用コース
及び

利用料

Ａ 月額基本料10,000円 通訳時間400分
Ｂ 月額基本料 5,000円 通訳時間200分
Ｃ 月額基本料 3,000円 通訳時間 90分
Ｄ 月額基本料 1,000円 通訳時間 20分
※ 各コースの通訳時間を超えた場合は、10分毎に1,000円を加算
※ コースは予め選択（利用の有無に関わらず、月額基本料が必要）
※ 利用料は、原則として、医療機関等と外国人患者が１／２ずつ負担

通訳派遣が困難な緊急時や夜間など、いつでも電話での通訳が利用できます。
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通訳の養成方法

• 語学能力試験（筆記試験、面接試験）

→社会生活に必要な対象言語（母語が日本語以外

の方は日本語）を十分に理解し、使うことができる

かどうかを判断

• 基礎研修（７日間・３６時間）

→医療通訳共通基準に基づく（＋メンタルヘルス）

→知識１１時間・倫理７時間・通訳技術１８時間

• 認定試験

• 現場研修（１日）



利用の申し込み（保健所は不要）

申込み
・「利用規程」、「利用申込書」を入手
・内容を確認後、「利用申込書」を郵送で事務局へ提出

受 理
・事務局から、「受理書」と「事務手続一覧」を送付
・事務局から、「派遣依頼書」等必要な様式をメールで送付

利用開始 ・書類到着後、利用開始

◆「あいち医療通訳システム」の各サービスをご利用いただくには、以下により
申し込む（入会金等は必要ない）。
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• ホームページ

http://www.aichi-iryou-tsuyaku-system.com/

⇒ご案内・ご利用の手引き

⇒医療機関等外国人対応マニュアル

• 愛称・キャラクター等

AiMIS（アイミス）
"英語の直訳Aichi Medical Interpretation System"の頭文字

◎何かあれば tabunka@pref.aichi.lg.jp までお問い合

わせください。

mailto:tabunka@pref.aichi.lg.jp

